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うわけではなかった。（1 5）チャールズ・ダーウィンの祖父エラズマス・ダーウィン E r a s m u s
D a r w in（1 7 3 1 - 1 8 0 2）は，進化論的理神論者として知られていた。（1 6）父ロバート・ダーウィン


























基づいて，キリスト教の正しさを証明しようとするのである。グリーン John C. Greeneやニー
ル W. Neilが指摘するとおり，科学技術の進展は人間理性の威信を高め，それゆえにキリスト



































































































● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
という彼の中心理論は，自然神学との取り組みの
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